
官 庁 報 告

別記様式

日本学士院会員候補者推薦書
１．被 推 薦 者 氏 名
１．本 籍 都道府県名のみ記す。
１．住 所 〒
１．生 年 月 日
１．現職（若しくは最終の職）
１．専攻学科目
１．所属すべき分科の指定
右何 某 氏を学術上功績顕著な科学者と認め日本学士院会員候補者に推薦します。
平成 年 月 日

（推薦者が学術団体である場合）

推 薦 者
学術団体名及び所在地
右代表者
氏 名 自 署（団体における地位、役名等頭書）
住 所

日本学士院長 杉村 ø 殿
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河 本 禎 輔 田 山 操 松 本 尚 光

山 田 和 結 城 一 光

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 二 十 五 年 十 二 月

三 日 ）
青 山 良 雄 小 林 義 男 後 藤 和 巳

柴 崎 定 三 末 廣 利 夫 中 村 弘 三

野 地 敏 明 濱 口 盛 晃 林 賢 伍

松 尾 重 忠

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

石 垣 幸 夫 伊 藤 睦 雄 大 屋 誓

尾 崎 始 小 野 昭 吉 金 澤 三 郎

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 二 十 五 年 十 二 月

四 日 ）

土 居 利 夫 宮 崎 襄

瑞 宝 小 綬 章 を 授 け る （ 各 通 ）

安 藤 恭 彦 市 野 瀬 白 及 川 輝 夫

大 島 省 吾 河 村 頼 光 小 林 二 三 夫

笹 原 壽 柴 田 正 司 田 口 謙 造

常 世 浩 正 松 原 利 之 見 島 英 一

山 口 茂 夫

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

江 口 寛 大 串 通 斌 川 口 繁

堀 昭 松 山 正 毅

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 二 十 五 年 十 二 月

五 日 ）

大 畑 篤 四 郎

瑞 宝 中 綬 章 を 授 け る

石 井 富 太 郎 大 柳 真 澄 金 武 昂

岸 田 英 夫 今 野 秀 夫 中 ˚ 通 夫

松 永 博 山 本 高 男 渡 辺 茂 幸

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

有 村 文 治 夫 大 塚 清

小 倉 未 那 子 藤 本 喜 輝

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 二 十 五 年 十 二 月

六 日 ）
岡 隆 夫 楠 野 重 雄 吉 田 省 三

瑞 宝 小 綬 章 を 授 け る （ 各 通 ）

伊 藤 勝 利 大 迫 實 大 槻 實

齊 藤 尚 視 鈴 木 國 夫 竹 田 修

永 山 明 光 富 士 義 人 堀 江 晃

町 田 裕 松 田 一 夫 椋 木 清 英

八 幡 善 太 郎 渡 敏

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

大 塚 一 郎 大 縄 正 明 中 島 壽 子

新 井 山 恒 Q 三 浦 毅 森 本 覺 哉

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 二 十 五 年 十 二 月

七 日 ）

眞 辺 満

瑞 宝 小 綬 章 を 授 け る

石 井 八 郎 大 谷 昭 男 小 川 尚 裕

小 田 良 尾 上 實 北 川 曠

坂 田 俊 夫 濱 野 直 一 松 田 善 淨

南 忠 治

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

向 後 富 雄 福 地 光 胤 矢 野 金 十 郎

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 二 十 五 年 十 二 月

八 日 ）

大 坪 洋

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 二 十 五 年 十 二 月 十 一 日 ）

官 庁 事 項

九州地方整備局公示
電線共同溝の整備等に関する特別措置法（平成
７年法律第39号）第３条第１項の規定に基づき電
線共同溝を整備すべき道路を指定したので、同条
第４項の規定に基づき次のとおり公示する。
平成 26年１月 10日

九州地方整備局長 岩 泰彦
道路の種類 路線名 区 間
一般国道 10号 都城市上川東２丁目３号10

番１から同市平江町124番
までの上下線

文 教

日本学士院会員候補者の推薦について
日本学士院は、日本学士院会員選定規則第２条の規定により、平成25年12月12日開催の第1074回総
会において、下記により日本学士院会員の補充を行うことを決定しました。したがって会員候補者を
推薦される場合には、選定規則（抄録）を参照の上、必要書類（正副２通、Ａ４判）を取り揃え、期
間内に本院に御提出ください。
平成 26年１月 10日 日本学士院長 杉村 ø

記

１．各部、各分科において補充すべき会員の数

第１部（人文科学部門）

第１分科（文学・史学・哲学） ３名以内

第２分科（法律学・政治学） ２名以内

第３分科（経済学・商学） ３名以内

第２部（自然科学部門）

第４分科（理学） ２名以内

第５分科（工学） ３名以内

第６分科（農学） １名以内

第７分科（医学・薬学・歯学） ２名以内

計 16名以内

２．書類の提出期間 平成26年１月14日から２月28日まで（消印有効）

３．書類の送付先 〒110`0007 東京都台東区上野公園７`32 日本学士院

４．必要書類

\ 推薦書（別記様式）

] 履歴（学歴、職歴、賞罰等について概要を記載する。）

^ 主要な学術上の業績（その大要を記載する。）

_ 主要な著書及び論文の目録（簡単な解説を附する。）

５．その他

日本学士院ホームページ http://www.japan-acad.go.jp/
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